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るロシアの司法府が有する現在の権威はまだ高いものであるとは言えない
が，しかし，ソ連崩壊後のロシアにおける憲法裁判所の活動は，それまでの
同国の歴史には見られなかった一定の重要な政治的影響を与えてきたと考え
られる。
　今日，連邦大統領をはじめとするロシアの為政者たちは同裁判所の決定を
まったく軽視して行動することはできないし，それは，政治家たちや個々の
市民が彼らの請願を通して自らの利益や権利を実現するための一定の有効な
政治的ツールとしての役割を果たしている。本論においても言及したように，
ロシア連邦憲法裁判所は，特に，市民の憲法上の権利と自由の侵害に関わる
問題において少なからぬ役割を果たしており，同憲法裁判所の今後の活動は，
ロシアの近代化と民主化プロセスを進展させる上で，けっして無視し得ない
潜在的な可能性を有するものであると考えられる。文字通り，ロシアにおけ
る政治の「司法化」というプロセスはようやく始まったばかりであると言え
るのである。
＊　本稿は，平成26年度日本学術振興会科学研究費補助金・基盤研究ʙ「東南アジア
における政治の民主化と司法化」（研究代表者 玉田芳史）による研究成果の一部で
ある。
ロシアにおける政治の「司法化」：憲法監督制度をめぐる問題との関連で
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